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一 般 質 問 通 告 表 

令和４年第２回姶良市議会定例会（７月７日） 

 

16．松元 卓也 １．施政方針につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施政方針で市政運営の基本的な考え方

や主要施策等の概要を述べ「成熟したま

ちへの成長」を目指し３つの大きな柱を

たて、姶良市のまちづくりのターニング

ポイントとなる時だと未来の姶良市民の

ためにスタートを切った。 

そこで以下について問う。 

（１）市役所の変革と職員の意識改革に

ついて具体的な成功ポイントを問う。 

（２）アフターコロナを見据えた経済・

観光対策の推進について今後の見通し

等を本市としてはどのように考えてい

るのか問う。 

（３）子育て世代への支援強化策である

「全天候型子ども館」が２年後にオー

プンするが設置について場所や中身等

を含め議論が尽くされた状態であると

判断していいのか改めて問う。 

（４）改正企業立地促進条例により、 

対象業種の拡充や補助金の要件を緩和

したが、企業誘致について本市が情報

提供できる場所や雇用機会の創出は 

具体的に考えがあるのか問う。 

（５）商業の振興については、新規店舗

の誘致や既存店舗の充実とは具体的に

どのようなことを指すのか問う。 

（６）今回、「ゼロカーボンシティ」宣言

を行った。県内市町村において、何番

目の宣言となるのか。また、後発の 

宣言の中で市民や事業所と共有するに

あたり市民にも利点があることも望ま

れるがどのようなものを考えているか

問う。 

 

市 長 
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（７）帖佐駅前周辺の市街地の構想につ

いて帖佐駅からイオンタウン姶良まで

の県道整備は、市はどの程度県と共同

で進める事ができるのか問う。 

（８）今後の行財政運営について令和３

年度から５年度までを「姶良市財政 

健全化緊急対策」期間として行財政 

改革に取り組んでいるとのことだが、

財政調整基金が令和３年度末の１年で

８億円増額できた要因は何か問う。 

 

 

17．峯下 洋 １．市民の側に立っ

た行政デジタル化

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．健康チケットあ

いあいの今後につ

いて 

 

    

 

 

（１）行政デジタル化を推進していくた

めには、市民側のキーデバイスとなる

マイナンバ－カードの取得率の向上が

必須である。総務省の統計によれば 

 令和４年４月１日時点の姶良市の取得

率は４０．４％となっている。国は 

来年３月３１日までに１００％を掲げ

ているが、どのようにして達成してい

くか示せ。 

（２）市民の側に立ち、市民に寄り添っ

た形でのデジタル行政サービスを提供

するためには、市民のデジタル機器へ

のバリアを取り除いていく必要もあ

る。ＩＴ弱者と言われている人にもス

マホ等の勉強会を市で主催していくこ

とは考えられないか。 

 

健康チケットあいあいが、公民館講座

やまち歩きなどにも使用できれば健康寿

命の延伸にもつながる。利用範囲の拡大

は考えられないか。また、支給額の増額

も考えられないか。 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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３．行政窓口のデジ

タル化について 

 

 

（１）市民のマイナンバ－カード取得を

促す一方で、行政窓口でのタブレット

などデジタル端末の導入が進めば、 

作業の簡素化や待ち時間の短縮、ワン

ストップサービスの実現化が可能と 

考える。今後の方向性やスケジュール

を示せ。 

（２）今後は機械で出来ることは機械に

任せ、人でなければできないサービス

にシフトすることをすべきと考えるが

どうか。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

18．笹峯 桜 １．姶良市のまちづ

くりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、海、山、川、素晴らしい自然

環境に恵まれ、交通アクセスも良く、 

歴史豊かなまちである。また、加音ホー

ル、さえずりの森、ビーラインスポーツ

パークなど多くの魅力的で可能性を持つ

公共施設を所有している。しかし、市外

や県外からの訪問客に、「姶良に来たら

〇〇に行きましょう」と胸を張って紹介

できるレベルであるかというと、まだ 

まだ施設の企画・運営面について改善の

余地があるのではないだろうか。せっか

くの場所や施設をより効果的に機能さ

せ、コロナ終息後に多くの来客を見込め

るイベントを開催するためにも、運営に

力を入れていくべきではなかろうか。 

そこで以下について問う。 

（１）本市は、これからの「まちづくり

プラン」に関して、当局以外からのい

わゆる市民のアイデアや提案を積極的

に受け入れる姿勢はあるか。 

（２）あるとすれば、どのような手順を

踏めばよいか。 

 

市 長 
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２．魅力ある子育て

対策及び今後の教

育ビジョンについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 市民協働のまちづくりプロジェク

ト機関を設置、もしくは委託される考

えはあるか。 

 

本市は市外、県外からの移住者も多く、

人口も増え続けており、重要な課題が、

子育て対策だと考える。本市は全国屈指

の「子育てをしやすい自治体」と比較し

ても、総予算のうち同程度の割合の予算

を児童福祉に充てている。 

それを踏まえ以下について問う。 

（１）かごしま子育て支援パスポート、

本市社会福祉協議会の学習・生活支援

「マナビバ」など、本市の各種子育て

サービスの利用率や利用者数の統計は

あるか。あるいはその調査を行う考え

はあるか。 

（２）本市のホームページの子育てに関

するページには、確かに各種サービス

が掲載されてはいる。しかし、例えば

トップページで「妊婦さん向けの情報」

「保育園・幼稚園を探している方向け

の情報」「子どもを一時的に預けたい

方向けの情報」といったように、カテ

ゴリに分け、必要な方がすぐに情報に

たどり着けるようにするなど、ページ

の作りを改善する考えはないか。 

（３）本市と同程度の予算規模で子育て

に力を入れている自治体が、学習機会

に恵まれない子どもに対し、受験対策

を含めた学びの場を提供する目的で 

ＮＰＯに業務委託をしているケースが

ある。「貧困の連鎖」を止める施策と

して取り組む考えはないか。 

（４）子育ての延長線上に、子どもの 

教育がある。今日では、一般的な大学

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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３．国道１０号の 

渋滞緩和について 

 

 

進学だけではなく、専門性の高い高度

な知識を身につけたい若者や、高校 

から海外留学を希望する若者も増えて

いる。ところが、語学、芸術、ＩＴ、

介護など非常に専門的な内容について

地方では適切なアドバイスをもらえる

相談窓口がない。民間タイアップでも

いいが、中学・高校生のための「特設

コンシェルジュ」のような相談窓口な

どを設置する考えはないか。 

（５）本市では高等教育機関の設置をめ

ぐり、都市部に立地する大学のサテラ

イトキャンパスの誘致など様々な検討

がなされている。しかし、この時代に、

例えば大学を設立するとなると、サテ

ライトキャンパスの誘致ではなく、 

ＩＴ関係や看護系など専門性の高い、

特殊な資格を取得できるような県立 

大学等の設置を目指す方がメリットが

大きいと思うがどのように考えるか。 

 

本市の今後の安定的な発展、企業の誘

致を促進するためにも、国道１０号の加

治木地区の渋滞緩和を改善するために早

急な対応が必要だと思うが、どのように

考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

19．大坪 祐輔 １．公式ＬＩＮＥの

有効活用について 

 

 

 

 

 

 

（１）市は現在公式ＬＩＮＥをどのよう

に使用しているのか問う。 

（２）公式ＬＩＮＥの活用方法を問う。 

（３）公式ＬＩＮＥの登録者数は現在何

名か問う。 

 

 

 

市 長 
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20．有川 洋美 １．市長の政治姿勢

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自校式学校給食

の可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施政方針を中心に政治姿勢を問う。 

（１）「成熟したまちへの成長を目指す」

とのことであるが、そもそも「成熟し

たまち」とは何か。 

（２）子育てと介護について、保育士の

処遇改善への考え方を問う。あわせて

介護士の処遇改善への考え方も問う。 

（３）教育について、特別支援教育の 

充実のためには、抜本的な改革が必要

である。特別支援教室はもとより、 

姶良市に知的障害のある子どもたちの

ため県立特別支援学校誘致も視野に 

入れた取組が必要と考えるが見解を 

問う。 

（４）安全・安心について、川内原発 

１号機、２号機の運転期限がせまって

きている。原子力規制委員会が許可す

れば、最長２０年延長できるが、老朽

化原発による事故の危険性も考えられ

る。福島原発事故の状態を考えると、

拙速な判断をするべきでないと考え

る。原発立地自治体である薩摩川内市

に隣接する姶良市としての基本姿勢を

問う。 

 

姶良市の小中学校では完全学校給食が

実施されている。育ち盛りの時期に学校

給食が果たす役割は大きい。 

学校給食の食材を地産地消で行うこと

で、姶良市内の小規模農家を守ることに

なり、循環型の仕組みが構築されると 

考える。さらに姶良市の有機野菜を積極

的に取り入れることで、子どもたちの 

健康を守ることができる。生産者と子ど

もたちが見える関係となり、食で繋がる

ことは、生きた「食育」にもなる。 

 「食」とは五感を使うものである。 

子ども一人ひとりが持つ「感性」が最大

に広がる楽しいことの一つが「食べる」

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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ことである。そしてそれは１人で食べる

のではなく、友だちや先生と楽しく食べ

る場が給食である。作った方々との会話

もその一つである。 

 以上を基本に考えると、自校式の学校

給食は可能性に満ちあふれている。姶良

市には自校式学校給食が存在している。

これを利活用しない手はない。自校式学

校給食を大型給食センターに統合せず、

残すことも検討すべきではないか。 

 

 

21．犬伏 浩幸 １．通学路の安全 

確保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域経済の活性

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年、千葉県八街市において下校中の

児童が犠牲となる痛ましい事故が発生し

た。 

 その事故を受け、通学路における交通

安全を一層確実に確保するために、「通学

路における合同点検等実施要領」に基づ

き、これまで積み重ねてきた通学路の 

安全対策を踏まえながら、新たな観点を

加えた通学路における合同点検等が実施

されたと認識している。 

その経過と結果、また今後の取組（ハ

ード及びソフト）を示せ。 

 

 本市では、新型コロナウイルス感染症

に係る経済対策として事業継続支援金 

給付事業や観光事業等継続支援給付金 

事業などを実施し、地域経済の活性化を

推進してきた。 

 一方で、長引く新型コロナウイルス 

感染症の影響や仕入れ価格の高騰などに

より、特に中小企業・小規模事業者に 

とっては依然として厳しい経営環境で 

ある。 

 本市の活力に繋がる地域経済の活性化

策を問う。 

市 長 

教育長 
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